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免責事項
本免責事項の適用上、次のとおり定義します。

- 会社  (本免責事項では「当社」と表記します)  とは、Vitextra SIA (Matīsa iela 61-25, Rīga, LV-1009, Latvia) を指しま
す。

- 本ドキュメントとは、ナレッジベースの記事を指します。
- お客様とは、本ドキュメントにアクセスする個人、または該当する場合は、その個人が本ドキュメントにアクセ

スまたは使用する際に代理となっている会社その他の法人を指します。
- 本 Web サイトとは、https://vitextra.com からアクセスできる Vitextra を指します。

免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、一般的な情報提供のみを目的としています。

当社は、本ドキュメントの内容における誤りや脱漏について、一切責任を負いません。

いかなる場合も、契約上の訴訟、過失、その他の不法行為上の訴訟であるかを問わず、本ドキュメントの内容の使

用に起因または関連して生じる、特別損害、直接損害、間接損害、結果的損害、付随的損害、またはその他一切の

損害について、当社は責任を負いません。当社は、事前の通知なく、いつでも本ドキュメントの内容に追加、削

除、または変更を行う権利を留保します。

誤りおよび脱漏に関する免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、関心のある事項に関する一般的な指針を示すことのみを目的としていま

す。そのため、本ドキュメントの内容を最新かつ正確に保つために当社があらゆる予防措置を講じている場合で

も、誤りが生じる可能性があります。また、法律、規則、規制は変化するため、本ドキュメントに記載されている

情報に遅れ、脱漏、または不正確な点が含まれる場合があります。

当社は、誤りや脱漏、またはこの情報の使用によって得られた結果について、責任を負いません。

フェアユースに関する免責事項

当社は、著作権者から明示的な許可を得ていない著作物を使用する場合があります。当社は、批評、論評、ニュー

ス報道、教育、学術研究、または調査の目的で、そのような資料を提供しています。

当社は、これが、米国著作権法第  107  条に規定されている、当該著作物の「フェアユース」にあたると考えていま
す。

お客様が、フェアユースの範囲を超えて、ご自身の目的で本ドキュメントの著作物を使用することを希望される場

合は、著作権者から許可を得る必要があります。

「自己責任での使用」に関する免責事項

本ドキュメントのすべての情報は、完全性、正確性、適時性、またはこの情報の使用によって得られる結果につい

て何ら保証することなく、また、性能、商品性、特定目的への適合性に関する保証を含むがこれらに限定されな

い、明示または黙示を問わずいかなる種類の保証もなく、「現状のまま」提供されます。

当社は、本ドキュメントに記載されている情報に依拠して行われた判断や措置、または結果的損害、特別損害、も

しくはこれらに類する損害について、たとえそのような損害の可能性について知らされていた場合でも、お客様ま

たはその他の者に対して責任を負いません。

お問い合わせ

本免責事項についてご不明な点がある場合は、メール (support@vitextra.com) でお問い合わせください。
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ポリシーを読み、確認を記録する方法

My  Policiesから割り当てを開き、ポリシーを読んで確認を記録します。Policy
Readerにはポリシー、割り当てられたバージョン、期限情報が表示されます。割り
当てのないポリシーを参照しても、確認タスクは作成されません。

コンテンツを開いて読む

1 My Policiesで割り当てのドキュメントを開くを選択します。
2 タイトル、バージョン、期限、変更の説明を確認します。
3 表示された内容を読みます。必要に応じて別ウィンドウで開きますでソースを別
に開きます。

4 チェックリストを確認し、ポリシー所有者が設定した条件を満たします。

チェックリストでは、ドキュメントを開く、末尾に到達する、閲覧ページで最小

時間を過ごすことなどが必要な場合があります。閲覧画面のブラウザータブが非

表示の間、時間は加算されません。ソースを別のタブで開くだけでは、すべての

条件は自動的に満たされません。

確認を送信する

1 確認文を読み、確認できる場合にのみチェックボックスを選択します。
2 姓名を入力してくださいが表示された場合は、Microsoft 365プロフィールの氏名
を入力します。照合では大文字小文字と余分な空白を無視し、同じ氏名の語を

異なる順序で入力することもできます。

3 内容を確認しましたが使用可能になったら選択します。
4 成功の受領証が表示されるまで待ちます。エラーが表示された場合は、確認が
正常に完了したとは検証されていません。完了したと判断せず、エラーを報告し

てください。
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ポリシーを読み、確認を記録する方法

ポリシー割り当ての確認

受領証を確認する

受領証には、ポリシー、バージョン、確認時刻とタイムゾーン、クライアント、レ

コードのハッシュ、確認文が表示されます。コンテンツのフィンガープリント

は、記録されていれば表示されます。My  Policiesに戻り、割り当てが閲覧確認済み
に表示されることを確認します。

警告

入力した氏名は確認の条件であり、電子署名ではありません。閲覧条件は理解

を証明するものではありません。ページ以外のコンテンツでは、開いてから30
秒以上、または設定した最小時間のうち長い方が経過すると、スクロール条件

を満たせる場合があります。閲覧画面はソースコンテンツを表示します。バー

ジョン表示があっても、アーカイブ済みスナップショットが表示されている保証

にはなりません。

閲覧要件を順に満たす

まず、どの要件が未完了か確認します。開く操作、時間、スクロール、確認文の

チェックボックス、氏名入力は別々の条件です。一つを完了しても他が満たされ

たとは限りません。チェックリストは残りを特定し、ソースリンクはプレビュー
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ポリシーを読み、確認を記録する方法

問題と権限問題を区別するのに役立ちます。

たとえば、文書が別タブで正常に開いても、リーダータブが非表示になることが

あります。その場所で読んでもリーダーのタイマーは進まない場合があります。

リーダーに戻って条件を確認し、必要な表示時間を確保します。ポリシーヘッ

ダーの閲覧時間の目安を強制される最小時間と解釈しないでください。所有者は

これらを別々に設定します。

インラインのSharePointページでは、周囲のブラウザページだけでなくコンテンツ
領域をスクロールします。全文がその領域に収まる場合、末尾の条件はすでに満

たされることがあります。フレーム内の文書では、アプリケーションは内部の各

ページのスクロールを検査できず、説明されている代替処理を使います。詳しい動

作はKB10516. ポリシーの閲覧と確認の条件を設定する方法で説明しています。

アカウントと確認文を確認する

送信前に、自分の意図した職場アカウントでサインインしていることを確認しま

す。転送されたリンクは、元の受信者に代わって確認する権限ではありません。

明示的なリンクが他人に属する場合、リーダーは現在のユーザーの割り当てを確

認します。想定外のタスクなら、自分のMy Policiesページに戻ります。

チェックボックス横の正確な文言を読みます。ポリシー、カテゴリ、全体の既定

値のいずれかから取得されるため、ポリシーによって文言は異なります。自分の

状況に対して不正確な場合は、質問または確認できないことを報告する手順を使

います。氏名入力やチェックは、単に技術条件を満たすのではなく、実際の確認

を表すべきです。

氏名が必要な場合は、現在のプロフィールに関連する表示名を使います。ニック

ネーム、他の従業員の名前、不完全な名前は一致しない場合があります。プロ

フィール自体が誤っている場合は、名前の候補を何度も試さず、担当管理者に問

題を報告します。

完了を認識し、エラーを保持する

確認が成功すると受領証が表示されます。ポリシーとバージョンを調べ、個人一

覧に戻って再読み込みします。これにより証跡の表示と割り当て状態の両方を検

証できます。以前のバージョンが完了していても、後の更新割り当てを必ず満たす

とは限りません。
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ポリシーを読み、確認を記録する方法

操作が失敗した場合、機密のポリシー内容を公開せずに、メッセージ、時刻、割

り当てリンクを記録します。タスクを再度開き、受領証や完了状態がすでに存在

するか確認します。記録順序の後半での失敗は先の書き込み後にも起こるため、

繰り返し送信は信頼できる修復方法ではありません。KB10538.  確認の失敗と通知
が届かない問題を解決するを使い、管理者に該当レコードの調査を依頼します。

確認できない場合

質問を送信するにはポリシー担当者に質問するを使用します。ポリシーを確認で

きない場合は閲覧確認できません  —  理由を入力するを選択し、理由を入力して送
信します。後者の操作は割り当てを確認が必要に変更し、解決されるまで通常の

確認をできなくします。

免除された割り当てや、割り当てのないポリシーには、通常の確認操作はありま

せん。Serviceモードでは、サービス設定が利用できない場合や同意がない場合も
送信がブロックされます。記録のエラーは管理者に解決を依頼してください。無

効なボタンを回避するためだけに、自分の確認内容を変えないでください。
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